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　造血幹細胞（hematopoietic stem cell：HSC）は傍大
動脈生殖隆中腎（AGM）領域で発生し，胎児肝（fetal
liver：FL）で急激に増殖するが，一方，成体になり骨髄
に移行した後は静止期（G0）に保たれており，HSCの細
胞周期は個体の生涯にわたってダイナミックに遷移して
いることが明らかになっている．HSCのエネルギー代謝
は，従来，成体HSCは解糖系優位であることが言われて
きたが，近年盛んにHSCでのミトコンドリアの酸化スト
レス代謝（OXPHOS）の研究が進められており，OXPHOS
はHSCにとって自己複製，多能性の両方に必須であるこ
とが明らかになっている．ファンコニ貧血（Fanconi
東女医大誌 90（1）:48-50,2020.2
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